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'お

知 ら せ 版 物 修

夏
休
み
に
読
ん
だ
本
の
感
想
文
を

送
っ
て
く
だ
さ
い
。

中
央
公
民
館
図
書
室
で
は
、　
ク
読

書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
″
を
し
ま
す

が
、
つ
ぎ
の
と
お
り
作
品
を
募
集
し

ま
す
。
好
き
な
本
、
印
象
に
残
っ
て
い
る

本
、
最
近
読
ん
だ
本
な
ど
、
ど
れ
で

も
結
構
で
す
。

一
冊
選
ん
で
感
想
文
を
書
い
て
送

っ
て
く
だ
さ
い
。

〔
資
格
〕

一
部
＝
小
学
生
、
二
部
＝

中
学
生
、
二
部
＝
一
般

（市
内
に
住

市
立
病
院

の

看
護
婦
募
集

市
立
病
院
で
は
、
看
護
婦
と
助
産

婦
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

採
用
人
員
は
五
人
で
す
。

申
込
み
資
格
は
、
看
護
婦
が
昭
和

十
六
年
九
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
て

正
看
護
婦
の
免
許
を
も
っ
て
い
る
人

助
産
婦
が
昭
和
十

一
年
九
月
二
日
以

、降
に
生
ま
れ
て
、
助
産
婦
の
免
許
を

も
っ
て
い
る
人
で
す
。

希
望
者
は
、
備
え
付
け
の
用
紙
記

入
の
ヶ
え
、
八
月
十
六
日
か
ら
二
十

八
日
ま
で
に
、
人
事
課
へ
申
込
ん
で

ぐ
だ
さ
い
や

ん
だ
り
、
勤
務
し
て
い
る
人
で
、
高

校
生
以
上
の
人
）

〔
枚
数
〕

一
部
＝
四
百
字
づ
め
原
稿

用
紙
四
枚
以
内
、
二
部
、
二
部
＝
六

枚
以
内

〔
じ
め
切
り
〕
十
月
二
十
日

〔
提
出
先
】
別
紙
に
、
図
書
、
著
者

発
行
所
名
と
住
所
、
氏
名
４
年
齢
、

学
校
、
学
年
、
職
業
を
書
い
て
中
央

公
民
館
囲
書
室
へ
。

な
お
、
入
選
作
品
は
、　
一
冊
の
本

に
ま
と
め
て
発
表
し
ま
す
。

く
わ
じ
く
は
中
央
公
民
館
へ
。

読
書
の
感
想
文
を
送
っ
て
ネ

公
民
館

図

審

室

で

コ
ン
ク
ー

ル

募
集
人
員
は
二
十
人
で
、
資
格
は

満
二
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま
で
で
、

健
康
で
、
社
会
奉
仕
の
意
欲
が
あ
る

人
な
ら
ど
な
た
で
も
結
構
で
す
。

希
望
さ
れ
る
人
は
、
福
祉
事
務
所

社
会
係
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

高
額

医
療

費
の
返

済
が
三
万
九
千
円
に

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

人
が
、　
一
カ
月
二
万
隠
を
こ
え
る
医

療
費
を
窓
口
で
支
払
っ
た
と
き
、
三

万
円
を
こ
え
て
支
払
っ
た
金
額
が
返

え
っ
て
き
て
い
ま
し
た
が
、
国
の
法

律
が
改
定
さ
れ
澄
鞭
が
八
月
か
ら
二

万
九
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
国
保
税
の
会
計
が
苦
し

く
な
っ
た
も
の
で
す
。　
　
ン

こ
の
制
度
は

″
高
額
療
養
費
の
支

給
制
度
″
と
い
っ
て
、
つ
ぎ
の
内
容

で
す
。

ω
国
保
の
被
保
険
者
が
、
医
療
機
関

に
か
か
っ
た
と
き
、
三
割
の
医
療
費

の
一
部
負
担
金
を
窓
口
で
支
払
っ
て

く
だ
さ
い
。

②

一
カ
月

（そ
の
月
の
一
日
か
ら
月

末
ま
で
）
に
支
払

つ
た
金
額
が
三
万

九
千
円
を
こ
え
る
と
き
は
、
領
収
書

を
も
ら
つ
て
く
だ
さ
い
。

①

一
つ
の
病
気
で
、　
一
つ
の
病
院
に

支
払
っ
た
金
額
が
三
万
九
千
円
を
こ

え
た
と
き
だ
け
し
か
該
当
し
ま
せ
ん

ω
領
収
著
は

″
高
額
療
養
費
支
給
申

請
書
″
と
い
っ
し
ょ
に
、
市
民
課
保

険
係
へ
だ
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
用
紙
は
保
険
係
に
あ
り
ま
す
。

０
三
万
九
千
円
を
こ
え
る
金
額
は
、

あ
と

（約
ニ
カ
月
後
）
で
、
お
返
え

し
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
市
民
課
へ
。　
　
ヽ

県

民

手

帳

は

い
か
が
で
す
か

申
込
み
は
企
画
課
ヘ

来
年
の
県
民
手
帳
が
売
り
出
さ
れ

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
´

こ
の
手
帳
は
、
日
記
が
書
か
れ
る

ほ
か
、
県
内
の
市
町
村
の
お
も
な
行

事
、
面
積
、
人
口
、
交
通
安
全
運
転

メ
モ
な
ど
が
つ
い
て
い
ま
す
。

大

，き
さ
は
７３

，ミ
研
×
‐
２
０

，ミ
財

版
、
９５

リミ
ｒ
×
‐
４
５

リミ
Ｍ
版
の
二

種
類
で
、
価
格
は
二
百
円
と
三
百
七

十
円
で
す
。

希
望
者
は
、
企
画
課
広
報
統
計
係

へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

援
護
業
務

の

移

動

相

談

２５
日
八
女
市
役
所
で

県
で
は
、
援
護
業
務
の
移
動
相
談

を
、
八
月
二
十
五
日
午
前
十
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で
、
八
女
市
役
所
で
ひ

ら
き
ま
す
。

相
談
は
、
旧
軍
人
ド
軍
属
な
ど
の

恩
給
、
扶
助
料
、
年
金
な
ど
援
護
に

関
す
る
こ
と
な
ら
、
ど
ん
な
こ
と
で

も
結
構
で
す
。
相
談
は
無
料
。

ど
う
ぞ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
福
祉
事
務
所
へ
。

ぐ
わ
し
く
は
、
人
事
課
へ
。

介
護
奉
仕
員

を
募
集
し
ま
す

単
身
老
人
や
身
障
世
帯

福
祉
事
務
所
で
は
、
介
護
奉
仕
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

市
内
に
は
、
百
二
十
八
世
帯
の
お

と
し
よ
り
や
身
体
障
害
者
の
ひ
と
り

ぐ
ら
し
が
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
が
ま
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
完
全
な

世
話
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
地
域
の
人
た
ち
に
協
力
を

お
願
い
し
、
食
事
の
世
話
や
、
住
居

の
そ
う
じ
、
買
い
物
な
ど
を
し
て
も

ら
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。
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